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●栄養科
〈活動内容〉
　栄養科は管理栄養士1名、栄養士1名、調理員7名のスタッフで、業務を行っています。食事内容は常食50％、
特別食50％の割合になっており、軟菜食（きざみ食、ペースト食を含めて）が30％を占めています。
　御飯のかわりにパン、麺の提供やアレルギー以外でも肉、魚が食べられない患者さんには別の献立にするなど、
個人対応を行っています。
　また、喫食率を高めるために週1回セレクトメニューを実施しています。
　5月より療養病棟がオープンし、今までとは違った食事形態の対応となり、試行錯誤の連続です。軟菜食のメ
ニューを新規に作成し、きざみの大きさ、ペーストの硬さについて、スタッフと日々調節をはかっています。
　ペーストに適さない献立もあり、食事準備に考えていた以上に時間がかかっています。また、3時に水分補給
を目的に、おやつ（手作りゼリー）の提供も行っています。
　調理業務としては、4月にコンベクションオーブンの導入があり、一度に大量の調理ができ、作業能率が上がっ
ています。
　衛生面においては、大量調理マニュアルに基づいて、食品の中心温度を測定したり、材料の準備から調理、盛
り付けまでの時間の短縮化をはかるよう作業を行い、安全な食事の提供を心がけています。
　9月には、細菌自主検査（食品細菌検査、厨房内の拭き取り検査）も実施し、食中毒を防止するよう努めてい
ます。
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　栄養指導は、予約制になっていますが、当日指示の対応もできるだけ行うようにしています。指導内容は、腎
臓病、高脂血症の食事についてが多くなっています。透析期の患者さんも多く、日々摂取している食事内容のチェッ
クを行い、問題点があればアドバイスを行っています。
　指導内容もマニュアル化せず、患者さんのスタンスにあわせた内容を心がけています。食に関しての情報は近
年氾濫しており、正しい情報の把握と最新の情報の提供を行うよう努力しています。
〈今後の展望〉
　循環器の患者さんへは、治療の一つとして食事であることを理解していただけるよう積極的にベッドサイドへ
伺うようにしたいと考えます。
　呼吸不全の患者さんにおいては、いかに栄養状態をよくするかが課題であり、食欲低下時の栄養補給の方法、
内容についても勉強を重ね、よりよい対応を目指したいと思います。
　療養病棟では、行事食の回数を増やし、目先をかえたいと考えますが、きざみ食、ペースト食でどの程度表現
できるかが今後の課題となります。
　また、褥瘡についても栄養状態の把握が重要となり、栄養アセスメントへも取り組んでいきたいと思います。
　栄養指導に関しては、外来では、！回の指導で終了する場合が多いので、経過を見てフォーローする体制を整
えたいと思います。さらに、今後はHOT導入の患者さんに対しての指導も行っていきたいと考えています。
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